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序
論
：
中
国
の
社
会
変
化
と
再
構
築
―
革
命
の
実
践
と
表
象
の
視
座

（
韓　

敏
）

●
第
１
部　

服
飾
・
映
画
・
ア
ー
ト
に
み
る
革
命
の
表
象

声
と
音
に
よ
る
「
革
命
」
の
表
象
─
農
村
の
曲
芸
（
語
り
物
）
を
中
心

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

（
井
口
淳
子
）

不
是
鉄
、
也
不
是
花
（
鉄
で
も
な
い
し
、
花
で
も
な
い
）
─
文
革
か
ら

現
代
ア
ー
ト
へ
の
女
性
の
視
覚
表
象　
　
　
　
　

	

（
牧　

陽
一
）

文
化
大
革
命
時
期
の
服
飾
文
化　
　
　
　
　
　
　

	
 

（
汪
暁
華
）

映
画
の
中
の
文
化
大
革
命
─
中
国
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
は
「
文
革
」
を
ど
う

描
い
て
き
た
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

（
西
澤
治
彦
）

「
雷
鋒
お
じ
さ
ん
に
学
ぼ
う
！
」
の
図
像
学　

	

（
武
田
雅
哉
）

●
第
２
部　

社
会
制
度
と
文
化
儀
礼
の
再
構
築

広
西
に
お
け
る
『
改
良
風
俗
』
政
策
に
つ
い
て
―
近
現
代
中
国
に
お
け

る
文
化
政
策
の
一
齣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

（
塚
田
誠
之
）

現
代
の
表
象
と
伝
統
の
変
遷
―
北
京
の
墓
地
と
葬
法
に
関
す
る
考
察　

　
　

	

（
何　

彬
）

死
を
め
ぐ
る
革
命
と
民
間
知
識
─
陝
西
省
中
部
地
域
の
公
共
墓
地
産
業

と
葬
儀
改
革
を
事
例
と
し
て	

（
田
村
和
彦
）

転
生
に
関
わ
る
表
象
お
よ
び
儀
礼
的
実
践
─
社
会
主
義
革
命
前
後
の
四

川
地
域
の
事
例
を
中
心
に	

（
謝　

茘
）

共
通
の
運
命
・
異
な
る
人
生
─
イ
ス
ラ
ム
指
導
階
層
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
か
ら
み
た
中
国
の
革
命
と
社
会
変
化	

（
王
建
新
）

個
人
の
視
点
か
ら
み
た
親
族	

（
秦
兆
雄
）

●
第
３
部　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
革
命
の
記
憶
と
構
造
転
換

革
命
表
象
と
観
光
─
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
着
目
し
て	

（
東　

美
晴
）

儀
礼
と
象
徴
―
毛
沢
東
生
誕
一
一
〇
周
年
の
記
念
行
事
を
中
心
に　
　
　

　

	

（
韓　

敏
）

建
国
以
来
の
民
間
文
化
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
─
甘
粛
省
蓮
花
山
花
児
会
を

中
心
に	

（
徐
素
娟
）

新
チ
ャ
イ
ナ
服
、
漢
服
と
漢
服
運
動
―
―
二
一
世
紀
初
頭
、
中
国
の
「
民

族
衣
装
」
に
関
す
る
新
し
い
動
き	

（
周　

星
）

現
代
に
生
き
る
革
命
の
語
り
―
日
本
に
お
け
る
文
革
体
験
と
黄
土
高
原

調
査	

（
深
尾
葉
子
）

中
国
政
治
経
済
下
の
風
水
師
―
市
場
経
済
の
社
会
人
類
学
（
渡
邊
欣
雄
）

　

編
者
あ
と
が
き
・
索
引

●
民
間
信
仰
の
神
と
な
っ
た
毛
沢
東
…
…
。
豊
か
な
市
民
生
活
で
は
忘
却
さ
れ
、
貧
し
い
農
村
で
は

土
俗
化
す
る
「
中
国
革
命
」。
さ
ま
ざ
ま
に
再
構
築
さ
れ
、
表
象
、
流
通
す
る
姿
に
迫
る
。

　

革
命
は
近
代
中
国
を
貫
通
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
り
、
中
国
社
会
の
変
化
を
掲
示
す
る
も
っ
と
も
核
心
的
な

概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
世
界
の
四
分
の
一
の
人
口
が
動
員
さ
れ
た

二
〇
世
紀
の
中
国
の
革
命
は
、
為
政
者
に
と
っ
て
大
胆
な
実
験
で
あ

り
、
民
衆
に
と
っ
て
悲
壮
な
社
会
実
践
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

新
中
国
誕
生
以
降
、社
会
主
義
国
家
政
権
は
、従
来
の
社
会
構
造
、

法
制
度
、
風
俗
慣
習
、
道
徳
倫
理
、
宗
教
信
仰
に
大
き
な
変
化
を
及

ぼ
し
、
社
会
主
義
革
命
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
さ
れ
、
日
常
的
実
践
を

通
し
て
中
国
社
会
に
根
を
下
ろ
し
、
近
代
史
の
中
で
も
う
一
つ
の
文

化
と
伝
統
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
社
会
主
義
市
場
経
済
へ
の
移
行
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
今
日
に
お
い
て
、
社
会
主
義
革
命
の
歴
史
と
実
践

は
完
全
に
風
化
し
た
の
で
は
な
く
、
日
常
的
生
活
、
観
光
、
芸
術
、

民
間
信
仰
な
ど
の
分
野
で
形
を
変
え
て
再
構
築
さ
れ
、
表
象
さ
れ
、

流
通
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
革
命
に
よ
る
国
民
国
家
の
建
設
と
社
会
主
義
的
国
民
文

化
の
生
成
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
。
本
書
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は

人
類
学
、民
俗
学
、歴
史
学
、文
学
な
ど
の
学
際
的
研
究
に
よ
っ
て
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
国
家
言
説
・
政
策
と
民
衆
の
実
践
と
い
う
複
眼
的

視
点
か
ら
、
近
代
革
命
の
中
で
、
社
会
主
義
理
念
が
い
か
に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
化
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
、
表
象
さ
れ
、
個
人
、
家
族
、
集
団

が
い
か
に
そ
れ
ら
を
内
在
化
し
、
急
激
な
政
治
・
社
会
変
化
に
適
応

し
な
が
ら
、
戦
略
的
に
親
族
組
織
、
冠
婚
葬
祭
、
民
間
芸
能
、
民
間

信
仰
お
よ
び
地
域
社
会
を
再
編
成
し
て
き
た
の
か
を
取
り
上
げ
る
。

（
序
論
よ
り
）


